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2特別号20th
Anniversary!

20周年記念特集●これからの市民活動を考える

多様な主体との共働
～ 対話を通じて「共感」から「共働」へ ～

1

5

おうみの市民と企業が

九州大学大学院 統合新領域学府 客員准教授
NPO 法人日本ファシリテーション協会 フェロー

加留部　貴行さん

ともにGrow
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二
十
周
年
記
念
特
集

20th
Anniversary

　

今
、
全
国
各
地
で
、
老
若
男
女
、
産
学
官

民
、
地
域
と
地
域
な
ど
を「
つ
な
ぐ
」
場
づ

く
り
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
と

に
か
く
話
を
す
る
場
を
創
り
た
い
」
と
い

う
強
い
ニ
ー
ズ
を
い
た
だ
く
中
で
、
現
場

は「
こ
ん
な
に
も
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の

か
」と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
過
疎
過
密
に
関
係
な
い「
人
の

つ
な
が
り
」の
限
界
集
落
化
。
地
域
で
も
職

場
で
も
人
よ
り
も
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
の

画
面
に
向
き
合
う
時
間
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
雑
談
が
絶
滅
危
惧
種
に
な
り
、
日
常
的

に
直
接
話
す
機
会
が
減
り
、
他
人
事
が
増

殖
し
て
い
ま
す
。
個
人
対
応
型
の
通
信
機

器
や
生
活
用
品
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
普

及
と
連
動
し
て
、
こ
の
二
十
年
間
で
個
別

化
・
孤
立
化
が
進
み
、
人
と
人
が
直
接
共

有
す
る
空
間
や
時
間
は
か
な
り
削
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
に
人
口
減
少
と
少
子
高

　

設
立
二
十
周
年
を
迎
え
た
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
民
活
動
の
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
出
て
き
た
課

題
を
探
り
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
活
動
の
参
考
に
な
る
情
報
を

二
十
周
年
記
念
特
集
と
し
て
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
第
二

弾
と
し
て
、「
多
様
な
主
体
と
の
協
働
」を
特
集
し
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
環
境
の
変
化
や
住
民
の

価
値
観
の
多
様
化
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
が

急
速
に
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
社
会
的
な

課
題
の
解
決
に
関
心
を
持
ち
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地
縁
団
体
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
す
る
住
民
や
、
社
会
的
責
任
を
重
視
す
る
企

業
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
住

民
へ
よ
り
よ
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
行
政
だ

け
で
は
担
い
き
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
縁
団
体
、

企
業
等
と
協
働
す
る
必
要
性
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
「
協
働
」と
は
、（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
縁
団
体
、
企
業
、
行
政
な
ど
）

立
場
の
異
な
る
組
織
や
人
同
士
が
、 

対
等
な
関
係
の
も
と
、

同
じ
目
的
や
目
標
の
た
め
に
連
携
・
協
力
し
て
働
き
、
相
乗

効
果
を
上
げ
よ
う
と
す
る
取
組
の
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で「
協
働
」
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ

ス
に
つ
い
て
、
九
州
大
学
大
学
院　

統
合
新
領
域
学
府　

客

員
准
教
授
の
加
留
部
貴
行
さ
ん
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
県
内
事
例
と
し
て
、
今
ま
さ
に
進
行
形
で
行
政

と
一
緒
に
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
、
協
働
事
業
の
事
例
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

加
留
部 

貴
行
さ
ん

対　話 議　論

会　話 討　議

相互理解

関
係
構
築

意
思
決
定

 自己開示 ( 主張 )

【図 1】話し合いのステージ（出典：伊藤史紀氏による）

Vol.2

※ 注：本稿では「協働」の表記を筆者在住の福岡市がマスタープランで採用している「共働」で表記しています。

多
様
な
主
体
と
の
共
働

～
対
話
を
通
じ
て「
共
感
」か
ら「
共
働
」へ
～

九
州
大
学
大
学
院 

統
合
新
領
域
学
府 

客
員
准
教
授

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会 

フ
ェ
ロ
ー

加
留
部 

貴
行
さ
ん

こ
れ
か
ら
の
市
民
活
動
を
考
え
る
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20周年記念特集●これからの市民活動を考える

人
と
人
を
結
び
つ
け
、次
な
る
行
動(

共
働)

を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
る
の
で
す
。

　

こ
の「
共
有
→
共
感
」の
プ
ロ
セ
ス
が
対

話
で
す
。
多
様
な
主
体
と
の
共
働
を
進
め

る
た
め
に
は
、
少
し
時
間
を
か
け
て
で
も
、

ま
ず
は
多
様
な
主
体
同
士
の
関
係
構
築
と

相
互
理
解
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

そ
し
て
、対
話
は
因
数
分
解
す
る
と「
聴
く
」

と「
話
す
」
の
二
つ
の
掛
け
算
で
す
。
ど
ち

ら
か
一
方
が
ゼ
ロ
な
ら
ば
対
話
も
ゼ
ロ
に

な
り
ま
す
。
共
働
の
主
体
同
士
が「
聴
く
」

す
。
関
係
構
築
を
行
い
つ
つ
、
お
互
い
の
背

景
や
価
値
を
受
け
止
め
て
相
互
理
解
を
図

る
も
の
で
す
。

　

共
働
は
い
き
な
り
始
ま
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
物
事
に
は
筋
道
や
順
番
が
あ

り
、
物
語
に
は
起
承
転
結
が
あ
る
よ
う
に

共
働
に
も
順
序
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
お
互
い
の「
共
有
」
で
す
。
自

己
紹
介
な
ど
で
知
り
合
う
こ
と
か
ら
情
報

や
言
葉
の
意
味
、
ル
ー
ル
な
ど
を
共
有
し

ま
す
。
そ
し
て
話
の
中
で
見
つ
か
る
共
通

点
か
ら「
共
感
」
が
生
ま
れ
、
共
感
こ
そ
が

齢
化
の
波
が
地
域
・
職
場
を
問
わ
ず
押
し

寄
せ
、
多
様
性
が
強
く
表
出
す
る
中
で
、
模

範
解
答
の
な
い
解
決
方
法
も
答
え
も
自
ら

が
探
さ
ね
ば
な
ら
な
い
時
代
に
入
っ
て
き

ま
し
た
。

　

つ
ま
り
、
個
人
や
単
独
の
組
織
、
地
域
、

セ
ク
タ
ー
で
は
限
界
で
、
新
た
な
ヒ
ン
ト

を
求
め
て
多
様
な
立
場
・
世
代
・
職
種
な

ど
が
否
応
な
し
に「
つ
な
が
る
」方
向
に
向

か
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の「
つ
な
が
り
」
を
再
構
築

す
る
た
め
に
注
目
さ
れ
る
の
が「
対
話
」で

「
話
す
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
こ
と
で
お

互
い
の
持
ち
味
を
出
し
合
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

今
、
時
代
は「
ま
ぜ
る
」
を
求
め
て
い
ま

す
。
多
様
な
対
話
か
ら
お
互
い
の
強
み
と

そ
の
居
場
所
が
鮮
明
に
な
り
、
そ
れ
ら
を

活
か
し
合
っ
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
革
新
）

が
生
ま
れ
る
。
共
働
は
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
切
り
拓
く
知
恵
や
想
い
や
行
動
を
生
み

出
す
場
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ

て
い
ま
す
。

　
　
1967年福岡県出身。九州大学法学部卒業後、西部ガス㈱入
社。2001年に福岡市へNPO・ボランティア支援推進専門
員として2年半派遣。07年から九州大学へ出向し、ファシリ
テーション導入を通じた教育プログラム開発などを担当。企
業、大学、行政、NPOの4つのセクターを経験した「ひとり
産学官民連携」を活かした共働ファシリテーションを実践。
11年4月に独立。現在は、加留部貴行事務所AN-BAI代表。
他に福岡県行政改革審議会委員、福岡市研修企画アドバイ
ザーなど。著書に『チーム・ビルディング』、『教育研修ファシ
リテーター』(いずれも共著・日本経済新聞出版社)など。

加留部貴行（かるべたかゆき）
●プロフィール●

≪物語≫ ≪共働へのプロセス≫ ≪　会議　≫

起

承

転

結

共　有

共　感

共　働

共　創

共　有

発　散

収　束

統　合

時間がかかり面倒だ
が、より良い成果の
ため欠かすことので
きないプロセス

難解なプロセスに準
備不足な状況で取り
組んでいる

【図 2】共働へのストーリーと会議
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二
十
周
年
記
念
特
集
●
こ
れ
か
ら
の
市
民
活
動
を
考
え
る

20th
Anniversary

滋
賀
県
に
お
け
る
協
働
事
業
の
事
例

〜
平
成
二
十
九
年
度
実
施　

滋
賀
県
協
働
提
案
制
度
に
よ
る
事
業
〜

　

加
留
部
さ
ん
は「
共
働（
協
働
）
」
の
実
現
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
、「
対
話
」に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

十
分
な「
対
話
」
か
ら
生
ま
れ
る「
共
感
」
と
い

う
感
情
は
、
課
題
解
決
に
向
け
て
そ
の
パ
ワ
ー
を

倍
増
し
発
揮
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
取
組
と
事
例
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

滋
賀
県
で
も「
～
共
に
つ
く
る
！
私
た
ち
の
し

が
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
の
真
ん
中
に
あ
る
こ

の
滋
賀
か
ら
、
自
分
だ
け
、
今
だ
け
、
も
の
だ
け

に
と
ど
ま
ら
な
い
、
次
の
時
代
を
見
据
え
た「
新

し
い
豊
か
さ
」を
、県
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
つ
く
っ

て
い
き
た
い
!!
そ
の
思
い
の
も
と
、「
協
働
」を
実

現
す
る
仕
組
み「
協
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の

設
置
と
、
そ
の
事
業
化
に
向
け
た「
協
働
提
案
制

度
」が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　県民をはじめとする多様な主体の参加のもとで、テーマに応じた対話や
協議を行い、地域課題を共有し「協働」を実践する場です。地域や日常の
困りごとのテーマを広く県民の皆さんからも募集し、その課題に関心のあ
る方ならだれでも参加し、自由に対話や協議を行えます。

　協働プラットフォーム等での県民の皆さんと対話・協議した結果を踏ま
え、予算を付けて事業化を進める取組です。

●「協働プラットフォーム」は…

●「協働提案制度」は…

 

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
本
年
度
（
平
成
二
十
九
年
度
）
は
五
つ
の
事
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

協
働
提
案
制
度
事
業

県民

市町

県

金融機関

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
を
対
象
と
し
た
運
転
能
力
や
身
体
機
能
の
低
下
程
度
を
見
極
め
る
講
習
会
の
開
催

◇
彦
根
自
動
車
教
習
所
株
式
会
社

◇
株
式
会
社
八
日
市
自
動
車
教
習
所

◇
株
式
会
社
近
江
八
幡
自
動
車
教
習
所

◇
株
式
会
社
ア
ヤ
ハ
自
動
車
教
習
所

◇
一
般
財
団
法
人
滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

◇
公
益
財
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
滋
賀
県
支
部

◇
公
益
財
団
法
人
滋
賀
県
交
通
安
全
協
会

 

①  

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
支
援
事
業

県
と
協
働
す
る
団
体

犯
罪
被
害
者
等
が
適
切
な
支
援
を
途
切
れ
な
く
受
け
ら
れ
る
た
め
の
支
援
専
門
職
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
設
置
お
よ
び
県
内
各
地
で
の
出
張
相
談
の
実
施
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
の
広
報
啓
発
活
動
の
実
施

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
う
み
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

◇
長
浜
法
律
事
務
所

②
犯
罪
被
害
者
等
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業

県
と
協
働
す
る
団
体

関
係
機
関
の
協
働
に
よ
り
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
視
聴
覚
教
材
等
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
教
材
の
活
用
に
よ
る
高
校
生
に
向
け
た
児
童
虐
待
の
理
解
等
に
関
す
る
学
習
活
動
の
実
施

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
の
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
し
が

◇
株
式
会
社
滋
賀
銀
行

◇
び
わ
湖
放
送
株
式
会
社

③
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
「
次
世
代
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

県
と
協
働
す
る
団
体
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20周年記念特集●これからの市民活動を考える

協働提案制度事業

コーディネーター

NPO等

中間支援
組織

企業

大学 県民

対話・協議の結果を踏まえ
事業化

事例紹介

　湖国三大祭の一つとして名高い大津祭。その大津祭の
保存団体が、滋賀県協働提案事業「山門水源の森獣害防
止対策事業」に提案者として名前を連ね、森の希少植物
を保全する事業に協働で取り組むことになりました。こ
のことが発表された当初、県最北端の山門水源の森と最
南端の大津祭との間にどのようなつながりがあるのだろ
うか、共通の目的は何だろうかと怪訝に思われた方も多
かったのではないでしょうか。
　大津祭の主役である曳山の車軸や車輪などの主要な構
造部品はアカガシ（ブナ科の広葉樹）で作られていま
す。13 基ある大津祭の曳山はいずれも江戸時代の建造
で、定期的な修理が必要なものばかりです。修理に適す

る直径１ｍほどのアカ
ガシの大木は今や入手
困難となっており、今
後の修理に支障をきた
すことが予想されてい
ます。アカガシの確保
は、曳山の維持、ひい
ては祭そのものの継承

の大きな課題となっています。
　そのような中、「大津祭国指定記念実行委員会」、「NPO
法人大津祭曳山連盟」等大津祭の保存団体が、市民団体

「山門水源の森を次の世代に引き継ぐ会」等と連携をし
て、山門水源の森に群生するアカガシの保全育成に乗り
出すことになりました。将来にわたって必要となる材料
の確保と伝統行事の継承につなげるための長期的、継続
的な取り組みにしたいとの考えです。
　協働とは、二つ以上の主体が何らかの目標を共有し、
協力して事業を行うことで相乗効果が期待できるもので
すが、協働の効果を増幅させる上で、可能な限り多様な
主体が参加すること、かつできれば異種・異質な団体に
よって構成されることが望ましいとされています。
　滋賀県協働提案制度で採択された 5 つの協働提案事
業はいずれも従来にない多様な主体が連携する事業と
なっています。新しい仕組み「協働プラットフォーム」
の活用が促進され、さらなる協働への参加が期待されま
す。

山門水源の森
獣害防止対策に向けた協働

農
や
食
に
興
味
の
あ
る
女
性
を
対
象
と
し
た
交
流
・
相
談
会
等
の
実
施
お
よ
び
女
性
農
業
者

の
経
営
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業
の
実
施

◇
株
式
会
社　

パ
ソ
ナ
農
援
隊

◇
し
が
農
業
女
子
１
０
０
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◇
湖
国
女
性
農
業
・
推
進
委
員
協
議
会

◇
滋
賀
県
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会

④
女
性
の
力
を
活
か
し
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業

県
と
協
働
す
る
団
体

希
少
植
物
の
シ
カ
お
よ
び
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
獣
害
防
止
の
た
め
の
防
獣
ネ
ッ
ト
等
の
設
置
お

よ
び
資
材
運
搬
道
の
設
置

◇
山
門
水
源
の
森
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
会

◇
大
津
祭
国
指
定
記
念
実
行
委
員
会

◇
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
津
祭
曳
山
連
盟

⑤
山
門
水
源
の
森
獣
害
防
止
対
策
事
業

県
と
協
働
す
る
団
体
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日本語教師の指導力を高め
外国につながりのある子どもたちの学習を支援

子
育
て
支
援
か
ら
ま
ち
づ
く
り
へ

大
人
も
子
ど
も
も
夢
を
持
て
る
ま
ち
に
し
た
い

苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
、

新
し
い
明
る
い
未
来
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
く
場

　

彦
根
に
ほ
ん
ご
教
師
会
Ｗ
Ａ
Ｊ
Ｔ
は
、
彦
根
に
拠
点
を

置
く
、
日
本
語
教
育
の
普
及
と
発
展
を
目
的
と
す
る
集
ま

り
で
す
。
教
員
免
許
や
日
本
語
教
師
の
資
格
を
持
ち
、
指
導

の
経
験
が
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
師
で
構
成
さ
れ
、
主
に

外
国
に
つ
な
が
り
の
あ
る
子
ど
も
の「
日
本
語
学
習
」や「
教

科
学
習
」、「
生
活
学
習
」
の
支
援
、「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
」
等
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
会
は
、
一
九
九
〇
年
に
「
彦
根
日
本
語
講
師
会
」
と
し

て
発
足
し
ま
し
た
。
企
業
の
外
国
出
身
者
の
た
め
の
「
日
本

語
教
室
」
運
営
要
請
を
受
け
、
日
本
語
教
育
に
関
心
の
あ
る

仲
間
が
集
ま
っ
て
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
後
半
よ
り
、
滋
賀
県
下
の
各
日
本
語
教

室
で
開
く
「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
へ
の
講
師

の
派
遣
依
頼
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
要
請
に
対

応
す
る
た
め
二
〇
〇
三
年
に
会
名
を
「
に
ほ
ん
ご
滋
賀
」
と

改
称
し
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
力
と
日
本
語
力

向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
四
年
に
現
在
の
「
彦
根
に
ほ
ん
ご
教
師
会
」
に
改

称
し
、
活
動
の
中
心

を
「
彦
根
市
と
そ
の

周
辺
」
と
し
、
新
た

に
「
外
国
に
つ
な
が

り
の
あ
る
幼
児
・
児

童
・
生
徒
の
日
本
語

学
習
支
援
・
教
科
学

習
支
援
」
を
活
動
に

加
え
、
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
内
に
は
現

在
、
二
十
三
か
所
の
地
域
日
本
語
教
室
が
あ
り
、
様
々
な
事

情
で
日
本
語
習
得
を
必
要
と
す
る
お
よ
そ
五
百
人
の
人
た

ち
が
学
ん
で
い
ま
す
。
学
習
者
は
ま
す
ま
す
増
加
傾
向
に

あ
り
、
日
本
語
指
導
者
養
成
等
、
彦
根
に
ほ
ん
ご
教
師
会
へ

の
期
待
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

（
淡
海
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー　

歌
代　

泰
和
）

　

二
〇
一
七
年
四
月
、
草
津
川
跡
地

公
園
に
お
い
て
草
津
市
特
産
の
「
愛

彩
菜
（
あ
い
さ
い
な
）
」
の
姿
に
大

勢
が
扮
装
し
て
、
ギ
ネ
ス
世
界
記
録

に
認
定
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
を
目
に

さ
れ
た
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
大
き

く
関
わ
っ
た
の
が
「
く
さ
つ
未
来
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
二
〇
〇
七
年

に
育
児
サ
ー
ク
ル
と
し
て
母
親
達
が

立
ち
上
げ
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
以

後
、
孤
立
し
が
ち
な
育
児
中
の
母
親

達
の
居
場
所
づ
く
り
と
な
る
よ
う
な

子
育
て
支
援
の
活
動
に
ベ
ー
ス
に
置

き
な
が
ら
、
映
画
の
自
主
上
映
会
や

講
演
会
、
防
災
の
講
習
会
、
冒
頭
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
な
ど
、

活
動
の
幅
を
多
岐
に
広
げ
て
い
ま

す
。

　

転
機
と
な
っ
た
の
は
、
二
〇
一
五

　

始
め
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？
と
の

問
い
に「
出
来
心
」と
少
し
照
れ
笑
い

を
し
な
が
ら
も
「
で
も
直
ぐ
に
一
人

で
や
っ
て
は
い
け
な
い
と
気
づ
き
ま

し
た
。」
と
山
本
さ
ん
。
依
存
症
の
方

の
相
談
室
か
ら
始
ま
り
十
年
。
ご
友

人
の
助
け
も
あ
り
、
現
在
の
女
性
の

依
存
症
回
復
施
設 

「
リ
バ
テ
ィ
ー
・

ウ
ィ
メ
ン
ズ
ハ
ウ
ス
・
お
り
ー
ぶ
」

は
、
よ
り
良
い
回
復
の
場
と
し
て
、

変
化
を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
り
ー
ぶ
で
の
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
ユ
ニ
ー
ク
で
様
々
。
そ
の
う
ち
の

一
つ
に
、
催
し
会
場
や
老
人
施
設
で

の
オ
イ
ル
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
あ

り
、
そ
れ
は
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
発
信

で
は
な
く
彼
女
達
の
中
か
ら
生
ま
れ

て
き
た
も
の
。
今
で
は
先
輩
か
ら
後

輩
へ
と
受
け
継
が
れ
恒
例
と
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。

▲JUMPの様子

▲4月に開催された「愛彩菜」扮装イベントの様子

▲リバティー・ウィメンズハウス・おりーぶ

▲第 3 回子どもにほんごスピーチ大会 in 彦根

市民 ●	多文化共生

代表●富川　和代（とみかわ　かずよ）
設立●1990年7月
会員●13名（教師数）
連絡先●彦根市大薮町163-76
　TEL&FAX：0749-23-7833

彦根にほんご教師会
2017ナカザワNEOフレンドシップ基金助成団体
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年
に
多
く
の

母
親
達
の

声
に
答
え

る
形
で
ド

キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
映
画

「
う
ま
れ
る
」
を

自
主
上
映
し
た
こ
と
で
し
た
。
上
映

の
た
め
の
協
賛
金
を
地
域
の
企
業

等
へ
飛
び
込
み
で
募
っ
た
り
、
約

六
〇
〇
席
の
会
場
を
満
席
に
す
る
ほ

ど
の
反
響
を
得
た
り
す
る
う
ち
に
、

メ
ン
バ
ー
達
が
経
験
や
自
信
を
深

め
て
い
っ
た
と
い
い
ま
す
。
こ
の
映

画
を
通
じ
て
「
す
べ
て
の
子
ど
も
は

生
き
て
い
る
だ
け
で
、
生
ま
れ
た
だ

け
で
す
ば
ら
し
い
。
生
ま
れ
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
続
け
た
い
思
い
か
ら
、
上

映
会
を
継
続
し
て
実
施
す
る
基
盤
固

め
の
た
め
に
法
人
格
を
取
得
し
ま
し

た
。
そ
う
し
て
活
動
が
広
が
る
中
で

様
々
な
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
て
、
今

年
は
初
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
草
津
で
の

上
映
会
が
実
現
し
た
そ
う
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
メ
ン
バ
ー

各
人
が
実
現
し
た
い
こ
と
を
口
に
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
に
だ
け
夢

を
持
ち
な
さ
い
と
い
う
の
で
は
な

く
、
大
人
が
夢
を
持
て
ば
子
ど
も
も

つ
い
て
く
る
。
皆
が
夢
を
語
れ
る
ま

ち
に
し
た
い
」
と
代
表
の
堀
江
さ
ん

は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー

藤
村　

陽
子
）

　

彼
女
達
は
施
設
で
回
復
を

目
指
し
な
が
ら
も
、
時
に
は

挫
折
や
困
難
に
襲
わ
れ
た
り

す
る
こ
と
も
当
然
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
ん
な
時
こ
そ
、
施
設
の
仲
間
や
先

行
く
仲
間(

先
輩)

に
助
け
ら
れ
、
ま

た
先
行
く
仲
間
も
そ
の
経
験
が
回
復

へ
大
き
く
影
響
し
た
り
と
、
共
に
助

け
合
い
、
影
響
し
合
い
、
共
同
生
活

の
中
で
失
敗
の
解
決
能
力
や
、
人
と

の
健
全
な
距
離
感
な
ど
も
身
に
付
け

て
い
く
の
だ
そ
う
で
す
。

　

依
存
症
と
社
会
と
の
中
間
で
あ
る

と
い
う
お
り
ー
ぶ
。
こ
の
様
な
施
設

は
増
え
る
べ
き
か
？
と
の
問
い
に
、

「
も
っ
と
増
え
る
べ
き
で
す
。」
と
山

本
さ
ん
。
し
か
し
現
実
は
難
し
い
。

依
存
症
を
含
む
心
の
病
は
障
害
と
し

て
認
定
す
る
判
断
が
難
し
く
、
公
か

ら
の
支
援
を
受
け
る
の
は
と
て
も
困

難
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
お
り
ー
ぶ

で
は
未
来
に
向
か
っ
て
の
動
き
も
あ

り
、
卒
業
さ
れ
た
方
や
回
復
が
よ
り

進
ん
だ
方
を
、
後
輩
達
と
伴
走
出
来

る
ス
タ
ッ
フ
へ
と
い
う
暖
か
い
循
環

も
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
世
界
に
お
け
る
平
和
、
太

陽
の
樹
、
勝
利
の
象
徴
と
も
さ
れ
る

オ
リ
ー
ブ
。
こ
れ
か
ら
も
依
存
症
に

悩
ん
で
い
る
女
性
が
、
一
人
で
も
多

く
苦
し
み
か
ら
解
放
さ
れ
、
新
し
い

明
る
い
未
来
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
く

場
と
し
て
輝
き
を
増
し
て
い
か
れ
る

よ
う
、
応
援
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
お
う
み
ネ
ッ
ト
サ
ポ
ー
タ
ー

谷
口　

喜
子
）

▼くさつ未来プロジェクト
のみなさん
▲

老人施設で
のオイルハ
ン ド マ ッ
サージ

市民 ●	まちづくり

市民 ●	社会復帰支援

代表●堀江　尚子（ほりえ　なおこ）
設立●2007年（2016年法人化）　会員●正会員：31人
賛助会員：（個人）29人（企業）15社（団体）3団体
連絡先●草津市野路1丁目16-13-405
　TEL：090-5087-9904　FAX：077-563-2890
　URL：http://www.kmp-kusatsu.org/
　E-mail：　kmp.kusatsu@gmail.com

代 表●山本　良子（やまもと　りょうこ）
設 立●2012年10月　会員●20名
連絡先●大津市南小松1594-357
　TEL：077-535-0313
　FAX：077-575-2767
　URL: http://stephouseolive.com/index.html

くさつ未来プロジェクト

リバティー・ウィメンズハウス おりーぶ

おうみ未来塾リレーエッセイ

多種多様な人材がいた実践場

おうみ未来塾12期生
鹿深deござれ！
藪下利男（やぶした　としお）

　もう5年の歳月が…。サラリーマン生活を

終えて「地元で何か地域活動を」と思ってア

ンテナを広げていた時に、おうみ未来塾を知

り、魅力的な目的の文言に魅かれて入塾しま

した。まずは29名の多彩な顔触れにびっくり

しながら学びの場へ。地域活動に必要な道具

（手段）を学んだり、サラリーマン時代とは異

にする多種多様な人材の中に溶け込み交流を

楽しんだりして、申し分のない18か月間でし

た。

　後半の創造実践のフィールドを甲賀市水

口に決めて地域活動を実践しました。グルー

プの活動目的を、地元日本人と外国人住民の

方々が共に地域をふるさととして楽しく暮

らせるためのネットワークづくりとして、人

および団体の交流を図りました。この間で繋

がった地元の人たちとも今も交流は続いてい

ます。

　そして卒塾後も、甲賀市市民協働事業と

して3年間活動を継続しました。この間メン

バーそれぞれの資源を如何なく発揮するとと

もに新たなメンバーも加わり活動の幅を広げ

ました。そして３年過ぎた今年からは、活動

目的を少し変えながら卒塾生メンバーと新た

なメンバーで、身の丈に合った活動を続けよ

うとしています。おうみ未来塾で出会った素

晴らしい仲間に乾杯です！
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編集後記

　どこか近くにいるような、いわゆる”普通の母親”
であるプロジェクトメンバーの方々が、活動を通じ
て様々な殻を打ち破りながら生き生きと躍進する様
を取材を通じて垣間見ることができ、「大人だって成
長できる。夢を叶えることができる！」という勇気
と清々しい感動をいただきました。

（おうみネットサポーター　藤村　陽子）

　今回おりーぶさんを取材させて頂き、学び思ったのは、何か
を成そうとする時やどうしても辛い時、伴走し合える仲間が
居ること、そしてどんな毎日であっても、安心して帰ることの
出来る場所があるということは、依存症の方だけでなく私達
皆が必要とする「癒し」であり、「心の拠り所」なのかなと思い
ました。

（おうみネットサポーター　谷口　喜子）

ソーシャルビジネス応援セミナー in大津
～しがソーシャルビジネスサポートネットワークの発足～ 賛助会員お知らせ 報　告

　地域社会の課題解決を目指す「ソー
シャルビジネス」に取り組む企業やNPO
を支援しようと、日本政策金融公庫大
津、彦根両支店と滋賀県中小企業診断士
協会、淡海ネットワークセンターが連携
して「しがソーシャルビジネスサポート
ネットワーク」を発足させました。
　これは資金面や経営面で不安を抱える
団体や事業者への支援体制を強化し、ビ
ジネスとしての成長を後押しするもので
す。ソーシャルビジネスを展開している、
もしくは始めようとする事業者に対して
当ネットワークの参加機関を紹介するほ
か、ソーシャルビジネス向けのセミナー
や相談会の開催、行政機関・商工団体など
支援機関同士の勉強会、講師派遣などを
行います。

　介護・福祉、子育て支援および地域活性
化等、地域社会の課題解決に取り組むソー
シャルビジネス事業者および支援機関に
対して、しがソーシャルビジネスサポート
ネットワークの活用を周知するとともに
活動に役立つセミナーを開催します。

◇開催日時：11月11日（土）
　13：00 ～ 16：00　受付12：30 ～
◇場所：日本政策金融公庫大津支店 ５階会議室

（〒520-0051大津市梅林1-3-10（滋賀ビル））
◇ 対象者（定員30人）
　ソーシャルビジネス事業者の方または
事業を検討されている方。支援機関や金
融機関の方。その他興味のある方など。
◇参加費：無料
◇    内容：

【第1部】13：00 ～ 13：30
しがソーシャルビジネスサポートネット
ワークの活用

【第2部】13：30 ～ 15：00
ガソリンスタンドはまちのエコロジーステーショ
ン～「三方よし」のソーシャルビジネス展開～
講師：油藤商事株式会社 専務取締役
　　　青山 裕史 氏
個別相談会／ 15：00 ～ 16：00
事前予約制【60分】
①助成金の活用（担当：淡海ネットワークセンター）
②経営診断・改善（担当：滋賀県中小企業診断士協会）
③資金調達（担当：日本政策金融公庫）
各テーマについて個別相談を開催します。
定員：各テーマ２名/お一人30分

　下記の皆様から賛助会員にご入会いた
だきました。厚く御礼申し上げます。

（敬称略、50音順）
【法人・団体会員】
滋賀ダイハツ販売株式会社
税理士法人横井会計
特定非営利活動法人かじやの里
琵琶湖汽船株式会社

【個人会員】
青田　朋恵
池口　博信
植田　重一郎
遠藤　惠子
岡治　利和
隠岐　純一
勝身　真理子
川辺　惠子
北村　裕明
木戸　光彰
木村　健治
日下部　純子
後藤　敬一
櫻田　満
里西　薫
澤村　雅
菅江　克弘
高荒　奈花

竹村　健
寺本　勉
徳本　次夫
徳本　雅子
中井　善寿
中村　淳子
中村　道也
広実　照美
福永　忠克
藤井　絢子
村岡　孝浩
村西　耕爾
森　富裕子
森　良和
森口　行雄
吉田　嘉久
匿名　29名

第１弾として

淡海ネットワークセンターは、県内の市民活動、
NPOをサポート・ネットワークしています。

■〒520-0801　大津市におの浜1-1-20
　ピアザ淡海2階
■TEL 077-524-8440 ■FAX 077-524-8442
■http://www.ohmi-net.com
■E-mail:office@ohmi-net.com
開館日／市民活動ふらっとルーム：火〜土曜日
　　　　（火〜金曜日の祝日は休館）
　　　　事務所：火〜日曜日

●情報交流誌「おうみネット」は登録いた
だいている県内外の団体・個人のほか、
次のところに配布しています。（50音順）

関西アーバン銀行、京都信用金庫、県内
公民館、県内公立施設、県内市民活動支
援センター、県内社会福祉協議会、県内
市役所・役場、県内図書館、県内中学校・
高校・大学、滋賀銀行、滋賀県信用組合、
滋賀県庁、生活協同コープしが、他


